
令和２年度札幌龍谷学園高等学校「教員」採用検査募集要項 

 

1． 採用教科 

教 科 専門科目 身 分 年 齢 採用予定人員 持ち時間数 

数 学 数 学 専任講師 

40歳未満 

または 

60歳以上 65歳未満 

1名 17時間程度予定 

外国語 英 語 専任講師 

40歳未満 

または 

60歳以上 65歳未満 

1名 17時間程度予定 

理 科 物 理 時間講師 

40歳未満 

または 

60歳以上 70歳未満 

1名 13時間程度予定 

  ※ 年齢は、令和 2年 4月 1日現在とする   

 

2． 採用条件（いずれかに該当する方） 

（1） 令和 2年 3月に大学を卒業見込みの方 

（2） 中学校・高等学校での指導経験がある方 

（3） 令和 2年 3月に教諭として定年退職する方、または、既に定年退職した方 

 

3． 給 与 

(1) 専任講師 

月 額 ２１４，３００円（教育職 2等級 9号俸相当） 

(2) 時間講師 

月 額 １２１，０００円程度（13時間の場合） 

 

4． 受検資格 

(1) 当該教科の指導力が優れ、教育に強い情熱を持っていること。 

(2) 数学、英語の専任講師については卓球部を指導できることが望ましい。 

 

5． 選考方法 

（1） 第一次選考 

令和 2年 1月 20日（月）に申し込み書類によって選考を行い、第二次選考検査を受検していてい

ただく方に、葉書により通知します。 

（2） 第二次選考検査の日程、会場 

期   日 区  分 会  場 

令和 2年 2月 1日（土） 9：00 ～ 10：00 筆記検査 札幌龍谷学園高等学校 

10：10 ～10：55 論文検査 

11：10 ～  面接検査 

    ※ 60歳以上の方は、筆記検査を省略します。 

 

 

 

 



6． 申込方法 

（1） 申込書類 

① 令和 2年度札幌龍谷学園高等学校「教員」採用検査申込書（別記様式） 

② 履歴書 

③ 教員免許状の写し及び卒業又は卒業見込証明書 

④ 受検通知用はがき（官製はがきを使用し、宛先欄に受検者の住所及び氏名を明記する。尚、裏面

は何も記入しない事。） 

（2） 申込書類の受付期間 

受  付  期  間 備     考 

令和元年 12月 20日（金）～ 令和 2年 1月 20日

（月） 

（郵送の場合は、1月 20日到着のものまで有効） 

9時 ～ 17時まで（土・日曜日及び休日は

除く） 

郵送の場合は、「簡易書留」扱いとする。 

 

7． 第二次選考検査の受検票の送付 

受検票は、令和 2 年 1 月 27 日（月）までに到着するように送付します。期日までに到着しない場合は、問

合せ先（12）に照会してください。 

なお、第一次選考検査で不採用になった方には、提出された書類はお戻しいたしませんのでご了承願います。 

 

8. 選考検査当日の携帯品 

検査当日は、受検票及び筆記用具を持参してください。 

 

9. 選考結果の通知 

選考結果は、第二次選考検査日から１週間以内に通知します。 

 

10. 採用予定日 

令和 2年 4月 1日 

 

11. 採用の方法 

採用にあたっては、健康判定審査を受けることが必要です。健康判定審査の結果、職務の遂行に支障があり、

又はこれに堪えられないことが明らかとなった場合は、採用されないことがあります。 

 

12. 申込先及び問合せ先 

郵便番号 060-0004 

札幌市中央区北 4条西 19丁目 1－2 

札幌龍谷学園高等学校 事務庶務部係 

電話 011－631-4386 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式 

 

令和２年度札幌龍谷学園高等学校「教員」採用選考検査申込書 

 

希望職種 時間講師・専任講師 

受
検
番
号 

※ 

ふりがな  性  別 

氏  名  男 ・ 女 

生年月日 
昭和 

平成 
年    月    日生 

国 籍 

日本・外国（     ） 

現 住 所 

（〒    －    ） 

 

 

 

電 話               

連 絡 先 

連絡先 1 連絡先 2 

最終学歴 

学  校  名 学 科 名 専 攻 名 

   

現勤務校  年度 ～ 令和元年度 

前勤務校  年度 ～    年度 

 

1 職種、性別、国籍の欄は、該当する事項を○で囲んでください。 

2 各欄に必要事項を記入してください。但し、※の欄は記入しないでください。 

3 連絡先には、携帯番号及び勤務先電話番号を記入してください。 


